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三菱重工グループでは、2010事業計画以降の事

業構造改革によって、事業所制からSBU※を軸とす

るポートフォリオ経営への移行を進め、事業の選択

と集中を強力に推進しました。また、キャッシュ・フ

ロー経営への移行とそれに伴う財務基盤の強化に

よって成長を追求するための体力を整えつつ、 
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事業ポートフォリオの見直し（選択と集中）

戦略的事業評価制度 (SBU※制)

チーフオフィサー制・社外取締役比率の向上

2010事業計画 2012事業計画

事業所制 事業本部制（9事業本部） ドメイン制（4ドメイン）

・ グループシナジーの強化
・ グローバル化への対応

事業所の壁解消 事業本部の統合再編

近年の構造改革

企業統治改革

経営資源の有効活用
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グローバル対応力の強化に向けた企業風土と仕組

みづくりにも積極的に取り組んできました。

2018事業計画は、当社グループの未来のあるべ

き姿に向けて、グローバル水準の持続性と成長力

を有する企業体力を実現していくための3ヵ年計

画です。その最初の1年である2018年度では、これ

までの経営改革が定着し、成果となって表れてい

ます。これからも改革の成果をさらに定着させると

ともに、本計画のさらに先にある未来を強く意識

し、持続的な成長軌道のための歩みを進めていき

ます。

IFRS日本基準
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2019
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2018201720162015

事業ポートフォリオの見直し（選択と集中）

戦略的事業評価制度 (SBU※制)

クロスドメイン機能の強化（シェアードテクノロジー部門）

コーポレート機能の効率化／強化（リスクマネジメント他）

監査等委員会設置会社

チーフオフィサー制・社外取締役比率の向上

2018事業計画2015事業計画

3ドメイン 事業部門の自律経営

成長推進部門

戦略的リソース配分

MHI FUTURE STREAM

海外地域軸でのシナジー追求

グローバルポリシー整備・経営人材育成など

ドメイン制（4ドメイン）

※ SBU：Strategic Business Unit（戦略的事業評価制度における事業単位）

事業本部の統合再編 シンプル・フラットな体制

2,430 2,200

1,100

1,013 500

3,400

1,700

500

1,867

5MHI REPORT 2019

Introduction
B

usiness
S

trategy
G

overnance
D

ata


